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新たなる一歩

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構

理事長 小口 正範



2005
原子力機構発足
日本原子力研究所（原研）
と核燃料サイクル開発機構
が統合

2011
東日本大震災
福島第一原子力発電所事故

2016
那珂研究所（核融合）と
高崎研究所をQSTに分離

2025
設立2０周年

原子力機構の軌跡
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原子力機構のビジョン
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従来の
研究開発業務

価値創造の基盤
（人員、予算、制度）

時間
１F 事故 GXポリシー

社会からの
新たな期待

従来の研究開発業務に加え、
社会からの期待に応えていく
ため、価値創造の基盤の強化
が必須

価値の創造量の増加
に対し基盤が脆弱

＜脱炭素社会＞
Ubiquitous

Synergy
Sustainable

マネジメント改革
(1)組織改革
(2)業務プロセス改革
(3)人材の改革
(4)組織文化の改革

国際連携による協働

研究開発
成果

Sustainable
中心

マネジメント
改革

国際連携

研究開発の推移

新たな価値創造に
向けた研究開発活動

価値の創造量

スピードと確実性の実現へ

業務量の急拡大にリソースの手当てが間に合わない

このギャップを埋めるためにリソースの効率化を図る経営改革が必要

社会からの新たな期待に応える組織への変革
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日本原子力研究開発機構
の経営リソース（３Ｍ）

Man

Machine

経営改革
組織の改革

プロセスの改革
人材の改革

海外との
アライアンス

社会の支援
全ての

ステークホルダー
との健全な

コミュニケーション

Money

原子力機構の提供価値の最大化
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技術的リスク

社会的リスク

政治的リスク

リスク

時間現在

Value
国家としての政策

規制

・国民の理解（コミュニケーション）
・国際連携
・経営資源（人材、資金、設備）の手当て

研究成果というソフトを
ハードに置き換えてゆく

・安全性（セーフティ）
・強靭性（ロバスト）
・効率性（エフィシェンシー）

研究開発を通じて社会への提供価値増大を目指す

6



新しいValue

Value

脱炭素社会の実現
（原子力科学技術をベースに新しい価値創造）

技術的リスク

社会的リスク

政治的リスク

リスク

時間現在

Value

研究開発を通じて社会への提供価値増大を目指す
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